
加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 国際交流センター維持補修事業 部 局 名 秘書室

課（室）名 秘書課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０２豊かな文化・芸術をはぐくむ

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市国際交流センターの設置及び管理に関する条例

現 状 と 課 題

国際交流センターは、外国諸都市との相互理解と友好親善を深め、市民と外国
人との交流、国際交流に関する普及啓発等を行う活動の拠点となっている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

加古川市国際交流センターの利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

清掃等の日常業務に加えて設備の定期的な保守点検、修繕を行い施設を適切に
管理する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

市民が快適に利用できる状態を維持する。

5,1364,9365,230

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 5,127

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

市民と外国人との交流や国際交流に関する普及啓発等を行う活動の拠点である
国際交流センターを適切に維持管理することができた。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 5,230

そ の 他 特 財 103

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ００５国際交流事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　

目 ２６国際交流費

項 ０１総務管理費

款 ０２総務費

会  計 ０１一般会計
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 国際交流センター維持補修事業 部 局 名 秘書室

課（室）名 秘書課

人

対 象 指 標 名

加古川市人口（１０／
１付推計人口）

266,443264,396263,593

成 果 指 標
分 析 結 果

センターの利用者数については、台風等によりキャンセルになったイベントやサークル活動
があったためやや減少したが、ほぼ昨年度と同数の利用があった。市民の国際交流活動への
高い関心がうかがえる。

実施事業数 事業 333537

活 動 指 標
分 析 結 果

事業数については例年通りで妥当と考える。適切な施設の維持管理
により利用者に安全で快適な活動の場を継続して提供できており、
事業数を維持できていると考える。

国際交流の目的で使用
したセンター利用者数
（延べ人数）

目 標 値

19,200

目標年度

平成31
年度

17,78119,19318,920

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 国際交流委託事業 部 局 名 秘書室

課（室）名 秘書課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０２豊かな文化・芸術をはぐくむ

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

加古川市の国際交流事業については、公益財団法人加古川市国際交流協会に委
託することで実施している。姉妹都市からの来加、加古川市からの派遣事業も
毎年実施している。また、外国人の増加に伴い、様々な相談への対応、多文化
共生に向けた事業の充実が求められている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民、姉妹都市等の外国人

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

公益財団法人加古川市国際交流協会に国際交流事業を委託する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

市民の国際交流と国際理解を高めるとともに、外国諸都市の相互理解と友好親
善を深める。また、外国人居住者の生活に関する問題解決を図る。

3,1755,6098,405

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 8,405

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

より多くの市民が参加できる事業展開に努め、姉妹都市とも交流を密にするこ
とにより、多文化が共生する心豊かな社会の実現に資することができた。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 8,405

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ００５国際交流事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　

目 ２６国際交流費

項 ０１総務管理費

款 ０２総務費

会  計 ０１一般会計
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 国際交流委託事業 部 局 名 秘書室

課（室）名 秘書課

人

対 象 指 標 名

加古川市人口（１０／
１付推計人口）

266,443264,396263,593

市内在住外国人 人 2,5032,5872,599

成 果 指 標
分 析 結 果

今年度は、新規事業としてにほんごカフェを開始したことや、国際交流セミナーとして派遣
事業の報告会等をセンターで開催し、事業参加人数が増加した。ただ、台風の影響等により
開催できなかった事業もあり、大幅な増加とはなっていない。外国人の増加、国際交流への
市民の関心の高さから、今後も増加すると思われる。

実施事業数 事業 333537

活 動 指 標
分 析 結 果

実施事業数については妥当。市民や外国人住民、登録ボランティア
のニーズに応え、新規事業を開始した。今後も引き続き、市民や外
国人住民のニーズをよりよく把握し、事業を展開していくことが必
要である。

事業参加人数

目 標 値

1,800

目標年度

平成30
年度

1,7591,7801,794

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 文化活動振興に要する一般的経
費

部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０２豊かな文化・芸術をはぐくむ

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ①一般事務経費事業

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
文化芸術基本法

現 状 と 課 題

文化活動振興にかかわる一般的な経費を必要最小限負担。東播磨文化団体連合
会の開催市負担金として、平成２９年度は東はりま大茶会、平成３０年度は東
はりまみんよう大会負担金各３５０，０００円を計上。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民、各種文化団体

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

ロビーコンサート開催、文化振興のための寄附申出者への感謝状作成、東播磨
文化団体連合会との調整業務など、文化振興のために必要な事務を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

文化的な市民生活の向上を図る。芸術文化団体や寄附申出者への情報提供やさ
らなる文化振興を促す手助けをする。

220565368

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 368

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

文化振興に関する一般経費として必要最小限な内容であり、このまま維持して
いくべきと考える。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 368

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０２０文化活動振興事業

目 ２５文化振興費

項 ０１総務管理費

款 ０２総務費

会  計 ０１一般会計
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 文化活動振興に要する一般的経
費

部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

ロビーコンサート開催
回数

回 131312

活 動 指 標
分 析 結 果

平成３１年３月は会場が選挙期日前投票所となったため中止。ま
た、平成３０年４月は同日に出演できる団体がおらず中止となっ
た。ただ、出演を希望する団体は増加しており、８月と１月は月２
回の開催としている。

目 標 値目標年度

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 市民会館管理運営事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０２豊かな文化・芸術をはぐくむ

事 業 実 施 期 間 昭和48年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
文化芸術振興基本法、加古川市民会館条例、加古川市民会館条例施行規則

現 状 と 課 題

市民会館は、市民文化の向上と福祉の増進を目的として昭和４８年にオープン
した。平成２１年度より指定管理者制度を導入し、民間活力によるより効果的
な施設の管理運営を実施しているが、市民ニーズが多様化する中、指定管理者
のモニタリングを効果的に行う必要がある。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

市民に文化活動の場を提供するとともに、集会・研修会をはじめとする諸会議
等幅広く貸館業務を行う。なお、事業実施にあたっては、指定管理者制度を導
入している。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

芸術・文化に触れる機会の創出と市民文化の向上に寄与し、福祉の増進を図
る。

126,095139,570133,261

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 106,107

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

指定管理者制度の導入により、民間事業者のノウハウを活かした事業展開、管
理運営がなされており、サービスの質が確保されていると評価している。今後
とも、市民に親しまれる魅力のある施設となるよう、より効果的なモニタリン
グの手法について検討する必要がある。また、平成２５年９月から１年間改修
工事を行ったが、改修工事を施していない設備の老朽化が著しいため、安心し
て利用できるよう計画的な改修が必要である。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 133,261

そ の 他 特 財 27,154

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ００５市民会館管理運営事業

目 １３市民会館費

項 ０１総務管理費

款 ０２総務費

会  計 ０１一般会計
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 市民会館管理運営事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

対 象 指 標 名

市民（１０／１付推計
人口）

266,443265,055263,697

成 果 指 標
分 析 結 果

施設利用者数は一定の水準で推移している。

指定管理者自主事業入
場者数

人 12,46812,20110,843

モニタリングの回数 回 444

活 動 指 標
分 析 結 果

自主事業の入場者数は一定の水準で推移している。

施設利用者数

目 標 値

230,000

目標年度

平成32
年度

226,473209,904208,973

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 松風ギャラリー管理運営事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０２豊かな文化・芸術をはぐくむ

事 業 実 施 期 間 平成6年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市立松風ギャラリーの設置及び管理に関する条例、条例施行規則

現 状 と 課 題

民間活力による効果的な施設の管理運営を実施するため平成２１年度より指定
管理者制度の導入を行った。また、平成３１年度からは公募により指定管理者
の選定を行った。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

市民に文化活動の場を提供するために貸館業務を行う。また、芸術文化の振興
を図るため自主事業を実施する。なお、管理運営については、指定管理者制度
を導入している。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

芸術・文化に触れる機会の創出と市民文化の向上に寄与し、福祉の増進を図
る。

16,41318,14518,145

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 18,145

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

指定管理者制度の導入により、指定管理者による管理運営がなされており、
サービスの質が確保されている。施設規模や貸館数も少ないことから、今後は
より地域で利用してもらう方法を模索する必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 18,145

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ００５松風ギャラリー管理運営事業

目 ２５文化振興費

項 ０１総務管理費

款 ０２総務費

会  計 ０１一般会計

-799-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 松風ギャラリー管理運営事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

対 象 指 標 名

市民（１０／１付推計
人口）

266,443265,055263,697

成 果 指 標
分 析 結 果

施設利用者数は一定の水準で推移している。

指定管理者自主事業入
場者数

人 2,0511,5471,603

モニタリングの回数 回 444

活 動 指 標
分 析 結 果

自主事業の入場者数は一定の水準で推移している。

施設利用人数（実績）

目 標 値

22,900

目標年度

平成32
年度

24,84825,16324,870

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

-800-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 総合文化センター管理運営事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０２豊かな文化・芸術をはぐくむ

事 業 実 施 期 間 昭和60年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川総合文化センターの設置及び管理に関する条例、条例施行規則

現 状 と 課 題

民間活力による効果的な施設の管理運営を実施するため平成２１年度より指定
管理者制度を導入している。今後、市民ニーズの多様化に対応するため、指定
管理者のモニタリングを効果的に行う必要がある。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

市民に文化活動の場を提供する貸館業務や、主に文化、考古、宇宙科学等にふ
れる機会として自主事業を行う。なお、管理運営にあたっては、指定管理者制
度を導入している。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

芸術・文化に触れる機会の創出と市民文化の向上に寄与し、福祉の増進を図
る。

141,112112,839100,771

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 97,985

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

指定管理者制度の導入により、民間事業者のノウハウを活かした事業展開、管
理運営がなされており、サービスの質が確保されていると評価している。今後
とも、市民に親しまれる魅力のある施設となるよう、より効果的なモニタリン
グの手法について検討する必要がある。また、開館後相当年が経過しており、
設備の老朽化が目立ってきたため、安心して利用できるよう計画的な改修が必
要である。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 100,771

そ の 他 特 財 2,786

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ００５総合文化センター管理運営事業

目 １８総合文化センター費

項 ０１総務管理費

款 ０２総務費

会  計 ０１一般会計
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 総合文化センター管理運営事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

対 象 指 標 名

市民（１０／１付推計
人口）

266,443265,055263,697

成 果 指 標
分 析 結 果

利用者数は一定の水準で推移している。

指定管理者自主事業入
場者数

人 10,4389,8499,508

モニタリングの回数 回 444

活 動 指 標
分 析 結 果

自主事業参加者数については一定の水準で推移している。自主事業
目標値については、Ｈ３１年度より指定管理者が変更したことによ
り事業内容が変わり、計画値についても大きく変わっている。

施設利用人数（実績）

目 標 値

153,400

目標年度

平成32
年度

159,332148,558155,040

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

-802-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 （公財）加古川市ウェルネス協
会補助事業

部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０２豊かな文化・芸術をはぐくむ

事 業 実 施 期 間 平成19年度

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市補助金等交付規則、公益財団法人加古川市ウェルネス協会補助金交付
要綱

現 状 と 課 題

「市民の総合的な健康づくり」、「スポーツ」、「文化」及び「コミュニ
ティ」に関する事業を実施し、市民誰もが心豊かで健やかに暮らせるまちづく
りを推進している。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

公益財団法人加古川市ウェルネス協会

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

公益財団法人加古川市ウェルネス協会が実施するスポーツ・文化・コミュニ
ティの公益的な事業に対し補助を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

市民の総合的な健康の維持及び増進並びにスポーツ・文化・コミュニティの振
興を図る。

72,06180,79073,465

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 66,465

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

多くの市民が事業に参加しており、市民のスポーツ・文化・コミュニティの振
興を図る事業として存在意義は大きい。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 73,465

そ の 他 特 財 7,000

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０２０（公財）加古川市ウェルネス協
会補助事業　　　　　　　　　　　

目 ２７ウェルネス費

項 ０１総務管理費

款 ０２総務費

会  計 ０１一般会計

-803-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 （公財）加古川市ウェルネス協
会補助事業

部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

人

対 象 指 標 名

公益財団法人加古川市
ウェルネス協会

111

成 果 指 標
分 析 結 果

　まちづくりセンター利用者数については、２９年度の移転に伴い部屋数の減少等により利
用者数も減少したが、３０年度は増加に転じた。かこがわ将棋プラザについては、初心者向
け将棋教室などの事業に訪れる市民も増加し、年間に１万人を超える市民が来場している。

補助金支出額 円 72,061,00080,789,01673,464,886

活 動 指 標
分 析 結 果

　２７年度より事業の精査を行い、レガッタ普及事業及び芸術家支
援・育成事業が市の委託事業となったため、補助金支出額は減少し
ている。平成２９年度に「かこがわ将棋プラザ」を開設したことに
より運営費が増加している。

加古川駅南まちづくり
センター利用者数

目 標 値

30,000

目標年度

平成32
年度

110,96827,59630,266

将棋プラザ利用者数 10,000平成32
年度

9,61610,600

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

法人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

-804-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川青流戦開催事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０２豊かな文化・芸術をはぐくむ

事 業 実 施 期 間 平成23年度

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

四段、三段棋士という将来の活躍が期待される若手棋士の登竜門となる公式棋
戦という特徴がある。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

若手棋士及びイベント参加者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

四段、三段棋士を中心に、女流棋士及びアマチュア代表等を加えたトーナメン
ト戦を実施する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

将来の活躍が期待される若手棋士のタイトル戦を行うことにより、「棋士のま
ち加古川」を市のみならず全国に継続的に発信する。

23,47121,46421,535

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 17,095

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

若手棋士の登竜門となる公式棋戦「加古川青流戦」を通して、「棋士のまち」
を全国に発信していくためには継続した開催が必要である。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 21,535

そ の 他 特 財 4,440

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０４０加古川青流戦開催事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　

目 ２５文化振興費

項 ０１総務管理費

款 ０２総務費

会  計 ０１一般会計

-805-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川青流戦開催事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

対 象 指 標 名

加古川青流戦開催数 111

成 果 指 標
分 析 結 果

３０年度は金・土曜日開催（例年は土・日曜日開催）となったこと及び２局で勝敗が決し、
第３局が行われなかったことから、大盤解説会への参加者数が減少した。

加古川青流戦出場者 人 404040

活 動 指 標
分 析 結 果

今後もさらなる事業のＰＲに努め、参加者の増加を目指す。

集客数

目 標 値

600

目標年度

平成32
年度

203236180

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

回

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

-806-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 芸術家支援・育成事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０２豊かな文化・芸術をはぐくむ

事 業 実 施 期 間 平成27年度

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

平成２６年度の公開事業評価の結果を受け、若手芸術家の支援・育成を図るた
め、平成２７年度から補助事業ではなく市の主催事業として実施している。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

音楽大学等を卒業予定の加古川市及び近隣市町出身・在住の新人クラシック演
奏家、一般市民

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

音楽大学等を卒業予定の加古川市及び近隣市町出身・在住の新人クラシック演
奏家の新人演奏会（入場料無料）を開催する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

若手芸術家に発表の場を提供するとともに、市民にクラシック音楽に触れる機
会を提供する。

4,9644,5654,361

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 4,361

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

市が地元の若手芸術家を支援し、文化芸術の香り高い風土を育成していくため
にも継続が必要である。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 4,361

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０２０文化活動振興事業

目 ２５文化振興費

項 ０１総務管理費

款 ０２総務費

会  計 ０１一般会計

-807-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 芸術家支援・育成事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

対 象 指 標 名

加古川市人口（１０／
１付推計人口）

266,443265,055263,697

成 果 指 標
分 析 結 果

無料で開催することにより、多くの市民の方にクラシック音楽にふれていただく機会を提供
することができた。また、出演者については２９年度が１１人、３０年度には１２人と多く
の若手芸術家の発表の場として提供できている。

事業実施回数 回 111

活 動 指 標
分 析 結 果

音楽大学等を卒業予定の加古川市及び近隣市町出身・在住の新人ク
ラシック演奏家の新人演奏会（入場料無料）を開催した。

事業参加者数

目 標 値

300

目標年度

平成32
年度

340365343

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

-808-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 美術展・幼児画展開催事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０２豊かな文化・芸術をはぐくむ

事 業 実 施 期 間 昭和26年度

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

加古川市美術展・幼児画展ともに市民に定着し、出品数・来場者数も一定の水
準を保っている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

美術愛好家、市内各幼稚園・保育園児

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

加古川市美術展（日本画・洋画・写真・書道・彫塑・工芸）及び幼児画展を、
（公財）加古川市ウェルネス協会に委託して開催する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

美術愛好家の創作意欲の高揚や、入賞作品の鑑賞を通じて地域の芸術活動の振
興となることを目的とする。また保育園・幼稚園児の豊かな感性を育て、創作
活動の発表の場を提供する。

3,5993,3423,236

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 3,236

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

創作意欲の高揚や、鑑賞による芸術活動の振興、幼児の豊かな感性の育成な
ど、地域の芸術文化振興を図るために継続していくべき事業である。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 3,236

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０１５美術展開催事業

目 ２５文化振興費

項 ０１総務管理費

款 ０２総務費

会  計 ０１一般会計

-809-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 美術展・幼児画展開催事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

人

対 象 指 標 名

加古川市人口（１０／
１付推計人口）

266,443265,055263,697

成 果 指 標
分 析 結 果

美術展の出品点数は年々微増している。幼児画展の参加園は廃園により減少しているが、１
園あたりの出品点数は例年並みである。

美術展開催日数 日 888

幼児画展開催日数 日 333

活 動 指 標
分 析 結 果

美術展の来場者数はここ数年一定の水準を維持していたが、平成
３０年度は会期中に大雨・洪水警報が発令されるなど天候不良のた
め大きく減少した。幼児画展は来場者数に大きな増減はない。

美術展観覧者数

目 標 値

3,200

目標年度

平成32
年度

3,6803,1152,521

幼児画展観覧者数 3,400平成32
年度

3,4993,2683,291

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

-810-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 文化まつり開催事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０２豊かな文化・芸術をはぐくむ

事 業 実 施 期 間 昭和39年度

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
文化芸術基本法

現 状 と 課 題

市の委託事業ではあるが、参加費無料の催しのため、各団体の費用持ち出しが
多い。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

文化連盟加盟団体

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

各種文化団体が所属する加古川市文化連盟に委託し「文化まつり」を開催す
る。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

各文化団体に広く発表の機会を与えるとともに、市内各施設にて多種多様な
ジャンルのイベント等を開催することで、市民に優れた芸術文化に触れる機会
を提供する。

1,4001,4001,500

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 1,500

財
　
源
　
内
　
訳

■拡充

様々なジャンルの文化・芸術に、市民が身近にふれる機会を提供していくため
に必要な事業である。

□維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 1,500

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０２０文化活動振興事業

目 ２５文化振興費

項 ０１総務管理費

款 ０２総務費

会  計 ０１一般会計

-811-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 文化まつり開催事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

対 象 指 標 名

文化連盟加盟団体数 222222

成 果 指 標
分 析 結 果

文化まつり開催事業への参加者数は近年特に大きな変化はないが、参加者数は天候に左右さ
れる。Ｈ２９は台風により参加者数が大幅に減少した団体もあった。Ｈ３０は３年ぶりに日
本舞踊を開催した一方で、開催時期を変更したことによる減少が生じた団体もあり、結果と
して約４５０人の減少となった。

文化まつり参加団体 団体 222021

活 動 指 標
分 析 結 果

日本舞踊は３年に一度文化まつりに参加する（Ｈ３０参加）。

事業参加者数

目 標 値

17,000

目標年度

平成32
年度

15,74114,93614,466

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

団体

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

-812-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 棋士のまちＰＲ事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０２豊かな文化・芸術をはぐくむ

事 業 実 施 期 間 平成25年度

事 業 区 分 ⑥市施策事業（臨時）

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

「棋士のまち加古川」の普及を通じて、市民への将棋文化の振興や青少年の健
全育成、健康づくりなど、市民のウェルネスライフの実現を目指す。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び参加者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

マスコミへのＰＲ、パンフレットや関連グッズの作成及び配布、将棋文化振興
自治体サミットへの参画、将棋文化普及のためのイベントの開催などを行う。
また、『将棋を活かした健康づくり事業』の成果について広く市民にＰＲを行
う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

「棋士のまち加古川」の普及を通じて、市民への将棋文化の振興や青少年の健
全育成、健康づくりなど、市民のウェルネスライフの実現を目指す。

2,2759,2613,448

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 3,448

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

「棋士のまち加古川」を発信することで、市民の将棋に対する興味を喚起する
ことで将棋に親しみを持ってもらい、市民の将棋文化の振興や青少年の健全育
成、健康づくりなど、市民のウェルネスライフの実現を目指す。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 3,448

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０４５棋士のまち加古川事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　

目 ２５文化振興費

項 ０１総務管理費

款 ０２総務費

会  計 ０１一般会計

-813-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 棋士のまちＰＲ事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

対 象 指 標 名

加古川市人口（１０／
１付推計人口）

266,443265,055263,697

成 果 指 標
分 析 結 果

平成２８年度は２回開催。平成３０年度は好評である「ファミリーペア将棋大会」の開催等
により午前中から夕方の閉会まで多くの市民の参加があった。

棋士のまち加古川パン
フレット発行部数

部 1,5002,0002,000

棋士のまち加古川将棋
フェスタの開催

回 211

活 動 指 標
分 析 結 果

「棋士のまち加古川」を全国に発信するとともに、地域の将棋文化
の振興を図った。

将棋フェスタ参加者数

目 標 値

600

目標年度

平成32
年度

1,1616001,500

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

-814-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 文化財保護に要する一般的経費 部 局 名 教育指導部

課（室）名 文化財調査研究センター

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０２豊かな文化・芸術をはぐくむ

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ①一般事務経費事業

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
文化財保護法、文化芸術振興基本法、加古川市文化財の保護に関する条例

現 状 と 課 題

２００１年の文化芸術振興基本法の制定を経て、文化財保護を含む文化の更な
る社会的認知がなされてきている。市民の文化財保護意識を更に高めるよう、
講座の開催、広報誌の発行や情報提供を行っている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

指定・登録文化財及び遺跡を中心とした文化財及び全市民。

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

文化財保護行政に係る事務を適切に行うとともに、文化財講座の開催、文化財
ニュースの発行、文化財説明板等の設置、ホームページからの情報提供等によ
り文化財保護意識を高める事業を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

市民の文化財保護意識を高め、文化財の公開等活用を進めながら、次世代のた
めに文化財を良好な状態で保存する。

2,5563,0022,444

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 2,425

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

市民の文化財に対する保護意識を高めていくために、講座の開催、広報誌の発
行、説明板・標柱の設置、施設の公開等を実施し、効果を上げている。今後も
多様な文化財類型の均衡のとれた保護に取り組んでいく。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 2,444

そ の 他 特 財 19

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０１０文化財保護活動事業

目 ０４文化財保護費

項 ０７社会教育費

款 １０教育費

会  計 ０１一般会計

-815-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 文化財保護に要する一般的経費 部 局 名 教育指導部

課（室）名 文化財調査研究センター

対 象 指 標 名

加古川市人口（１０／
１付推計人口）

266,443265,055263,697

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

-816-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 史跡等維持管理事業 部 局 名 教育指導部

課（室）名 文化財調査研究センター

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０２豊かな文化・芸術をはぐくむ

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
文化財保護法、文化芸術振興基本法、加古川市文化財の保護に関する条例

現 状 と 課 題

２００１年の文化芸術振興基本法の制定を経て、文化財保護を含む文化のさら
なる社会的認知がなされてきていると言える。また、里古墳及び平木橋等、新
たに草刈等の維持管理を行う必要のある文化財が増加している。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

加古川市が管理する、本岡家住宅、史跡西条廃寺、西条古墳群（行者塚古墳、
人塚古墳、尼塚古墳）、日岡山古墳群（南大塚古墳、西大塚古墳等）、里古
墳、平木橋等の建造物及び史跡等の文化財及び全市民。

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

加古川市が管理する建造物及び史跡等の文化財について、草刈、清掃、建物の
維持管理を行う。また必要に応じて見学者への対応を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

加古川市が管理する建造物及び史跡等の文化財を適切に管理する。

7,1082,5662,024

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 2,024

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

草刈をはじめ対象面積と頻度が十分でない状態であるが、経費を増やすことが
難しいため、現状を基本に、現場の状況に応じた部分改善を行っていく必要が
ある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 2,024

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０１０文化財保護活動事業

目 ０４文化財保護費

項 ０７社会教育費

款 １０教育費

会  計 ０１一般会計

-817-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 史跡等維持管理事業 部 局 名 教育指導部

課（室）名 文化財調査研究センター

対 象 指 標 名

加古川市人口（１０／
１付推計人口）

266,443265,055263,697

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

-818-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 指定文化財保存管理補助事業 部 局 名 教育指導部

課（室）名 文化財調査研究センター

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０２豊かな文化・芸術をはぐくむ

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
文化財保護法、加古川市文化財の保護に関する条例

現 状 と 課 題

指定文化財の管理又は修理等に要する経費は所有者等の負担とされているが、
多額の経費を要し、所有者等がその負担に堪えない場合、所有者等に対して予
算の範囲内で補助金を交付している。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市内の指定文化財のうち、修理又は保存管理等文化財保護のため、所有者等の
特別な負担があり、補助が必要な文化財。

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

指定文化財の状況を把握し、所有者等からの申請を受けて、必要に応じて補助
を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

指定文化財を適切に保存管理することができ、また、公開されることで、文化
財の保護と活用が図れる。

320320320

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 320

財
　
源
　
内
　
訳

■拡充

保存管理内容や修理内容は、対象となる文化財の状況によって様々であり、個
別に判断していく必要がある。今後も、整備及び修理の計画が見込まれるた
め、適切に対応する必要がある。

□維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 320

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０１０文化財保護活動事業

目 ０４文化財保護費

項 ０７社会教育費

款 １０教育費

会  計 ０１一般会計

-819-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 指定文化財保存管理補助事業 部 局 名 教育指導部

課（室）名 文化財調査研究センター

件

千円

対 象 指 標 名

指定文化財件数 120122123

成 果 指 標
分 析 結 果

保存管理及び修理の内容の詳細は数値化することになじまないため、補助金申請に基づいた
実施件数と補助金交付額指標とすることで、この事業の成果の規模を確認できると考える。
補助事業が少なかったこともあり計画どおり実施した。

文化財補助金申請件数 件数 444

文化財補助金申請額 千円 320320320

活 動 指 標
分 析 結 果

指定文化財の保存管理及び修理に対する補助金申請の件数と総額を
指標とすることで、この事業の活動の規模を確認できると考える。
指定文化財の保護、活用に資すると判断される申請に対して補助を
行っている。

文化財補助金事業実施
件数

目 標 値

6

目標年度

平成32
年度

444

文化財補助金事業補助
金交付額

480平成32
年度

320320320

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

件

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

-820-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 文化財調査事業 部 局 名 教育指導部

課（室）名 文化財調査研究センター

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０２豊かな文化・芸術をはぐくむ

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
文化財保護法、加古川市文化財の保護に関する条例

現 状 と 課 題

市内の埋蔵文化財包蔵地内では、ほ場整備、区画整理、市道建設及び住宅建設
等の開発計画があり、引き続き適切に埋蔵文化財調査を実施していく必要があ
る。また、過去の調査成果を活用できるよう、資料整理や報告書の作成を行わ
なければならない。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

開発に伴い破壊の恐れのある埋蔵文化財、及び保護のための調査が必要なその
他の文化財。

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

開発に伴い破壊の恐れのある埋蔵文化財については、埋蔵文化財包蔵地内の開
発行為の前に確実に確認調査等を実施し保存に努める。その他の文化財につい
ては、必要に応じて保存・活用のために適切な調査を実施する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

文化財を開発や不適切な行為による破壊、消失、損傷などから防ぎ、適切に保
護する。

25,63212,63216,578

国 庫 支 出 金 2,450

県 支 出 金 1,225

地 方 債

一 般 財 源 2,860

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

市域では今後も各種の公共事業や民間の宅地開発が活発に行われると見込まれ
ることから、体制の整備及び関係機関の連携に留意し、埋蔵文化財の調査を着
実に進めていく必要がある。また、その他の文化財についても、引き続き適切
に調査を実施し、保存・活用に取り組むことが重要である。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 16,578

そ の 他 特 財 10,043

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ００５文化財調査事業

目 ０４文化財保護費

項 ０７社会教育費

款 １０教育費

会  計 ０１一般会計

-821-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 文化財調査事業 部 局 名 教育指導部

課（室）名 文化財調査研究センター

件

件

対 象 指 標 名

埋蔵文化財包蔵地件数 637650649

指定・登録文化財件数 件 157159160

成 果 指 標
分 析 結 果

必要に応じて文化財調査を実施し、記録・保存するべき調査内容については、報告書として
刊行する。現在のところ、本発掘調査の対象となるケースは少ない。なお、平成２９年度か
ら指標名を「文化財調査報告件数」から「文化財調査報告書発行件数」に変更している。

文化財調査依頼等件数 件 203198146

活 動 指 標
分 析 結 果

公園整備や区画整理、ほ場整備などの大規模公共事業実施による試
掘、確認、本発掘等の調査に加え、民間の開発行為に伴う調査件数
は今後も平準に推移していくと見込まれる。

文化財調査実施件数

目 標 値

40

目標年度

平成32
年度

573834

文化財調査報告書発行
件数

3平成32
年度

243

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

件

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

-822-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 歴史文化基本構想策定事業 部 局 名 教育指導部

課（室）名 文化財調査研究センター

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０２豊かな文化・芸術をはぐくむ

事 業 実 施 期 間 平成29年度

事 業 区 分 ⑥市施策事業（臨時）

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
文化財保護法、加古川市文化財の保護に関する条例

現 状 と 課 題

本市内には数多くの歴史文化遺産が受け継がれてきているが、さらにそれをま
ちづくりや観光に十分に活用していくための基本的な構想の策定が期待されて
いる。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

全ての市民及び市域で受け継がれてきた歴史文化遺産。

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

事前把握のために必要な調査を実施する。また、組織及び事務局を整備し、ア
ンケート、パブリックコメントの実施、策定委員会での意見聴取を経て構想を
策定する。冊子の刊行、シンポジウムの開催等により、構想を広く周知する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

市域の歴史文化遺産の保存・活用に取り組む中で、地域への誇りや愛着を育
み、市民と行政が協働し、より良いまちづくりや新しい文化の創造など地域の
活性化につなげる。

4,5023,840

国 庫 支 出 金 3,540

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 300

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

昨年度に作成した素案を基に、文化財審議委員会において検討を行い、アン
ケート調査やパブリックコメントの実施、構想策定委員会の開催により広く意
見を聴取して構想を策定することができた。平成３１年度に冊子として刊行
し、また、記念のシンポジウムを開催し、メディアを通じて情報発信していく
予定である。

□維持 ■縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 3,840

そ の 他 特 財

平成31年度～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０３０歴史文化基本構想策定事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　

目 ０４文化財保護費

項 ０７社会教育費

款 １０教育費

会  計 ０１一般会計

-823-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 歴史文化基本構想策定事業 部 局 名 教育指導部

課（室）名 文化財調査研究センター

件

件

対 象 指 標 名

指定・登録文化財件数 159160

加古川市人口（１０／
１付推計人口）

人 265,055263,697

成 果 指 標
分 析 結 果

補足調査のため件数は減少したが、得られた結果を昨年度分とまとめて整理し、資料集を作
成した。また、文化財講座の受講者に対して、構想に記載する内容等についてアンケート調
査を行い、様々な意見を得た。

文化財基礎調査回数 回 11

文化財アンケート調査
回数

回 11

活 動 指 標
分 析 結 果

構想策定のための基礎調査として、平成２９年度に実施した調査を
資料集にまとめるため、民俗文化財や石造資料について補足調査を
行った。また、本市の歴史・文化に対する意識調査や情報収集のた
め、アンケート調査を行った。

文化財基礎調査件数

目 標 値目標年度

7,500184

文化財アンケート調査
件数

15359

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

件

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位
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